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研究成果の概要（和文）：　本研究は、国内外で開発・実践されている授業研究の方法論を調査・類型化し、教
師教育において活用可能なプラットフォームとして構築することを目的とする。具体的には、4つの研究課題を
遂行した。①授業研究の方法論の類型化、②授業研究の方法論および授業実践のアーカイブ化、③複数尺度によ
る授業研究、④授業研究プラットフォームの構築である。上述の目的のもと、ことばとかたり、ふるまい、み
え、授業づくり、わざの伝承の5つの視点で授業研究について調査・研究した。その成果について、学会や論文
として発表を行うとともに、科研代表者及び分担者が中心となって著書『教師のわざを科学する』を発刊した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to research and typified of methodology on 
lesson study is practiced at home and abroad, to build a platform to utilize on teacher education. 
Specifically, we practiced 4 next research issues. 1.Typification of methodology on lesson study. 2.
Archivization of methodology on lesson study and lesson practice. 3.Multilateral lesson study. 4.
Build lesson study platform. We studied teacher’s word and narrative, behavior, eye movement and 
recognition, lesson design, succession of skill. Additionally, we presented study results by an 
academic meeting and thesis and published “Kyoshi no Waza wo Kagaku suru”.

研究分野： 教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
教師の成長にとって授業研究や省察が重要な鍵となるが、昨今は授業研究の方法論が矮小化され、またそれ自体
が継承されにくい状況にあった。本研究は、これまでに開発・推進されてきた授業研究や授業実践の知見をアー
カイブ化するとともに、教員養成や現職教育で活用可能な授業研究プラットフォームを構築し、「省察的実践
家」や「研究者としての教師」の高度化に寄与しようとするものであり、そこに学術的な特色と独自性があると
考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本の学校現場には、古くから教師同士が協働で授業を研究する文化がある。戦前は特に、

学校教育に対する国家統制への批判から、子どもにとって真に必要なカリキュラム開発を目指
し、教師同士が教育や授業について日常的に対話をする機会があった。それが現在世界的に注
目されている Lesson Study の原型と言える。一方、戦後の教育を高度化しようとする動きと相
まって、1960 年代以降に研究者が学校へ介入し、行動科学的なアプローチによって授業を研究
し始めた。そこでは、教師の名人芸を科学的に解明することを目指し、統計的な手法を用いた
カテゴリー分析や授業評価方法の開発等が推進された（重松 1961 等）。 
1980 年以降、「省察的実践家（Reflective Practitioner）」や「研究者としての教師（Teacher 

as Researcher）」という概念が重視されるなかで、教育現場を源とする授業研究と、研究者を
源とする授業研究が接近し、教育実践の場に根差した実践者と研究者の協働による授業研究が
推進されている。そして、授業カンファレンス（稲垣 1986）、再生刺激法（吉崎ら 1992）、カー
ド構造化法（藤岡 1995）、授業リフレクション（澤本 1998）、オン・ゴーイング（生田 1998）
ワークショップ型授業研究（村川 2005）といった多様な授業研究方法が開発されてきている。 
このように明治期から日本で受け継がれてきた授業研究の文化に諸外国からの注目が集まり、

Lesson Study や Learning Study と呼ばれて世界各国で実践されるようになった。一方、日本
における授業研究に目を移すと、大きく二つの課題に直面している。 
一つは、省察の重要性が強調される反面、省察のレベル（深さ）はあまり問題とされてこな

かった点である。教師の成長にとって省察が鍵になることは言うまでもないが、授業を単に振
り返ればよいというものではない。しかし、昨今の教師教育や授業研究に関する実践および研
究動向を鑑みると、「省察＝校内授業研究の事後協議会」と矮小化して捉えるきらいがある。佐
藤（2008）が指摘しているように、日本の授業研究の多元性と重層性を認識した上で、教師や
教師集団の深い省察を促す授業研究の方法論の検討が喫緊の課題である。 
二つは、授業研究の方法論が継承されていない点である。先述したように、わが国では教育

現場や研究者による多様な授業研究方法が開発されてきた。しかしながら、各々の授業研究の
方法論や実践知が共有されておらず、方法論自体が途絶えてしまう場合が少なくない。例えば、
斎藤喜博・柴田義松ら（1970）による教授学研究会、小金井（1980）によるマイクロティーチ
ング、藤岡（2000）によるカード構造法、井上（1995）による教授行動の選択系列のアセスメ
ント等の授業研究の方法論は、論文や書籍として公になっているものの、その実践知を有して
いる研究者や実践者は限られており、いかに継承していくかが課題となっている。 
これに対し応募者は、これまで教員養成や現職研修等のプログラム開発、授業研究方法の開

発と実践、教師の成長や学習における授業研究の意義等について研究してきた。とりわけ次の
三点について、研究成果を蓄積してきた。一つは、授業研究方法の開発と評価である。姫野は
授業過程の分節化、生田はオン・ゴーイング、吉崎は再生刺激法および VTR 再生法、後藤はア
ノテーション、坂本は教師の行動指標の視覚化による授業研究方法を開発するとともに、教育
現場との協働によって方法論の成果と課題を明らかにしてきた。二つは、教師の授業づくりや
教材開発に関する研究である。益子は教材開発過程の実証的分析、三橋は授業設計の手がかり、
古田（望月）は複数教員による協働授業設計を探究することを通して、教師の実践知の基盤を
解明してきた。三つは、授業記録や教師の知の蓄積・アーカイブ化に関する研究である。生田
は教師教育ビデオ、三橋は授業記録の読解方略、細川は CMS の活用、後藤はデジタルポートフ
ォリオ、姫野は教職カルテおよびポートフォリオを構築し、実践知を記録する方法を検討して
きた。 
 これらを通して明確になった課題が、教師の深い省察を促す授業研究の方法論をいかに次世
代に伝承し、新たな方法論の構築の基盤を創造するかである。近年、教師の学習研究に注目が
集まり、「教える」専門家としての教師から、「教えることを学び、成長・発達する」専門家と
しての教師へと教師像が転換し、「省察的実践家（reflective Practitioner）」や「研究者とし
ての教師（Teacher as Researcher）」という概念が位置づけられているが、授業研究の方法論
は教師の学びを実現する上での鍵を担う。教育実践研究の伝承と創造を支援する授業研究プラ
ットフォームの構築が急務である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、（1）学校および研究者によって開発・推進された国内外の授業研究方法論をアー
カイブ化すること、（2）多様な授業研究の方法論を教師教育において活用可能なプラットフォ
ームとして構築することを目的とする。 
 
３．研究の方法 

1)授業研究の方法論の類型化：国内外で開発および推進された授業研究方法論を、目的、機
能、教師および教師集団の学習への寄与の枠組みによって整理し、4）でプラットフォー
ムを構築する上での理論枠組みを探究する。 

2)授業研究の方法論および授業実践のアーカイブ化：各授業研究法の実践知を有している研
究者や実践者が存在する場合は、授業研究のプロセスを記録する。同時に、稀有な授業実
践をアーカイブ化する。 

3)複数尺度による授業研究：各授業研究法の特徴を明示化するため、同一授業を複数の授業



研究法によって分析した結果を比較検討し、各方法論の特徴と限界を探究する。 
4)授業研究プラットフォームの構築と検証：1）2）3）で得られた知見によるプラットフォ
ームを構築するとともに、教員養成や現職研修の場で活用し、その検証を行う。 

 
４．研究成果 
教師の深い省察を促す授業研究の方法論を次世代に伝承するとともに、新たな授業研究法を

創造する基盤を構築することを目的として、教育実践研究の伝承と創造を支援する授業研究プ
ラットフォームの構築に取り組んだ。1 年目は、教育工学分野における授業研究のみならず、
関連する他分野や学校現場で行われている授業研究方法について調査し、最終的に構築するプ
ラットフォームの枠組みを検討するとともに、教師の思考過程を可視化するための主観カメラ
を用いた授業研究を行った。2年目は、1年目に収集したデータの分析に加え、新規のデータ収
集、そして最終年度にまとめる授業研究プラットフォームの構築に向けたプラットフォームの
枠組みの検討を行った。また、本科研の成果を広く社会に還元することを目指し、日本教育工
学会 SIG-02 教師教育・実践研究の研究グループとの協働により、2018 年 2 月 10 日-11 日に公
開研究会を開催した。最終年度は、本科研で取り組んできた成果をまとめるとともに、その成
果を学会等で発表したり、プラットフォームとして形作ることに重点をおいた。その代表的な
成果として、本研究の代表者および分担者全員で、『教師のわざを科学する』という書籍を執筆
し、2019 年 2 月に発刊した。これまでに開発・推進されてきた授業研究や授業実践の知見と、
本科研で取り組んできた研究成果を、教員養成や現職教育で活用しやすい書籍という形式でま
とめることとした。教師のわざを、ことば、ふるまい、みえ、授業づくり、わざの伝承という
５つの側面から対象化した点に特徴がある。また、教師や熟達者のわざ研究を先導してきた生
田孝至氏、西之園晴夫氏、生田久美子氏からの提言も収めた。同書については、2019 年 4月 1
日発行の日本教育新聞でも取り上げられ、教育現場を始め、教育研究を進める知見として有用
であることが示された。 
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